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　あ と が き

本誌は 1928年に久保猪之吉
によって「耳鼻咽喉科」とし
て創刊され，1988年に「耳鼻
咽喉科・頭頸部外科」と改題
いたしました。

編集顧問　　　　　　　　　　　　　編集委員
佐々木　好久　　八木　聰明　　　　　吉原　俊雄
曽田　豊二　　　竹中　洋　　　　　　小川　郁
坂井　真　　　　　　　　　　　　　丹生　健一

　6月末，手術前の病棟回診で患者さんの部屋におじゃましたときのことです。その患者さんは一心不
乱にパソコンを操作しておりましたので「何かお仕事ですか」と尋ねたところ，株取引をやっていると
のこと，ギリシャ危機で株安激しく，まさに激動の時間帯，このときに利益を上げようというものでし
た。手術前日でしたが，おそらく一晩中こっそりパソコンに張り付いていたのではと想像されました。
本誌が発刊されるころはユーロ圏とギリシャの関係もはっきりしていると思います。ギリシャ特有の税
率，年金，観光資源，公務員待遇について，折に触れ耳にしますが，われわれ日本人にとってはその国
民性の違いに驚かされます。
　さて，「耳鼻咽喉科・頭頸部外科」をはじめとして本邦の雑誌作製に多く携わって参りましたが，雑誌
の企画，編集，次いで執筆者への原稿依頼，原稿受理の過程のほとんどにおいて，依頼させていただい
た執筆者からは，充実した原稿を期日にピタッと合わせていただきます。ギリシャのニュースをみるた
びにこれも日本人のなせる業か？と，あるいは耳鼻咽喉科を選択された先生の勤勉さか？といつも納得
させられています。
　9号（8月号）では特集を 2つ組ませていただきました。1つは「外来で要注意！アレルギー性周辺疾
患」でポピュラーな鼻アレルギー以外のアレルギー疾患についてわかりやすく解説いただきました。す
ぐ手の届く診療机の本棚などに置いてぜひ活用してほしい内容です。もう 1つは「今また結核を見直す」
というタイトルで，結核の総論から各部位別の疾患の特徴について実例を挙げて説明してあり，日常診
療の場で必ず頭に入れておくべき内容となっています。抗結核薬については現在耐性菌の問題もあり，
大学病院など多くは感染症科へのコンサルトなしに個別の科で自由に使用できなくなってきてもいま
す。薬剤のもつ特性などはぜひ理解しておきたいと思います。2つの特集とも，各分野に精通した先生
にお願いしました。「耳鼻咽喉科・頭頸部外科」の読者の先生方，まさに耳鼻咽喉科研修を始められた先
生方にとって，今日からの日常診療に役立つ特集であると確信しております。 （吉原俊雄）
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